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論 文 内 容 の 要 旨
1
木 下 彰
斎 藤 晴 造
本 稿 では盛 岡藩 に 澄け る近 世漁 村 の共 同 体 の変 遷過 程 を、三 陸:地方 の具 体的 には宮 古 甑 大槌
湾 、釜 石湾 な どに面 した い くつ か の漁 村 を対 象 として、近 世的 宏商 品経 済 との関 連 で考 察す るδ
そ の場 合 、 中心 となるの は近 世 初頭 か ら明 治初年 にか け て の史料 が 一 貴 して存 在 す る宮 古 湾 の最
南奥 部 に そそ ぐ津 軽 石 月陵 よび そ の周辺 漁場 の事 例で あ り、そ の他 の村 に つ い ては そ の傍 証 と し
て と りあげ る。
第一 章 では、戦 後 の一 時 期 に 知い て一 定 の問題 意 識 を も って 展 開 され た共 同体研 究 が 、そ の必
慶 が 去 る と ともに十 分 な解 明が な い ま まに放 棄 され て しま った状 況 を述べ 、 そ の ことが 日本 の封
建社 会 の研 究 史 に大 きな混 迷 を与 黛.てきた こと を反 省 し、現 在 なお其 同体研 究 の意 義 の大 な る こ
とを強 調 してい る。
ここで私 は 、#同 体 をつ ぎの よ うな もの を規定 し、考 察 を進 め て行 く。 す なわ ち、 それ は 人間
の生 産 力 が 低 く、1固人 の 自立 が あ らゆ る面 で不 口]能な段階 に治 い て、 人 間 が集団 を作 って生 産 を
し、生 活 を しなけ れ ば な らぬ 必要 か ら構 成 され た組 織 で あ る。 した が って、 それ は前 近 代 社会 の
あ らゆ る段 階 にみ られ る もので あ って、原 始 興同 体が そ の最 も本 源 的 な もので ある 。そ して 、原
始測 司体 に おい て一 個完 結的)象形 で網羅 され て い た生 産、 生活 をめ ぐる典 同体 の一切 の 機 能が 、
時 代 の降 下 と ともに生 産 力か 嬉 展す るにつ れ、 分化 、拡 敏 して行 く もの で あ り、封建 制 か ら黄本
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主 義へ の 移行'の過程 は と りもな癒 さず共 同 体 を基盤 と した社 会 が 瞬体 し、1固人 の 自立 とそ の階 級
的 な分解 が 進 行す る過 程 で もあ った 。
そ の意 味 で、本 稿 で と りあげ る近 世段階 に 診け る共 伺 体は 、 共同 体 の歴史 上、 その機 能 の分化 ・
拡 散が最 も進 ん だ形 で み られ る もの で 、商 品経 済 の 進 展す る なか で解 体 を余 賎 な くされ る もので
あ ったo
ところ で、一 敵 に農 業 社 会.の成 立以 降に存 在す る其 同 体 は、 村落 共 同 体 と呼 は れ 、そ の物 的基
健 は土 地所 有 で あ る といわ れ るが 、 漁 村共同 体は 漁場 を吻 的 基 膏塗と して有す る村落 共同 体 の一 つ
であ る。
私 は箆 一二章 以 ドで、 近 世 に於 け る商 品経 済 の進 展 の 中で の村 落 共同 体 の変 容 、解 体 を 考 察 して
行 くわ け だが 、 そ の場 合、 行政 区劃 や統 治磯構 と して の蕎 政 村、 五 人組 あ るいは 景勧 的 な集 落 を
略っ て村落 共向 体 と考 身 る わけで は ない。近 世 村落 に澄 い ては 、 も ちろん そ う した形 で の共同 組
織 も現 実 に存 在す るが 、私 が考 察 した いの はそ うした現 象的 な共同 組 織 の背 後 に存 す る生産 構造 、
しか もそ う した現 象的 な共同 組 織 を変 化せ しめ る原 動 力 を常 に創 出 して行 く生 産、 生 活 に蟹 窟 し
た共 同組 織 たる村 落 共 向体 であ る こ とを断 っ℃ 診か ね は な らな いQま た、そ うした限 度 を力脈 る
こ とで は じめ て村 落共 同体 の機 能 の 分化 、拡 散 、そ して解 体 の過 程 を鮮 明 に畿 察す る こ とが ・」能
に な って くる○
皿
第二 章 で は近 世 前期 の漁 村共 同 体 につ い て み て行 くb
津蛭 石 削澄 よび そ の周 辺 漁場 の場 合 、 近 世渤 期 の慶 長 年 間 か ら元 繰 以 前の 段階 では 、 な お 中世
土 豪 に系譜 をひ く瀬 主 に よる名 子 主的 経 営 が行 なわ れ て鉛 り、 生 産力 も低 く、 共 同 体の 及ぶ範 囲
も一濾 一 浦的 な もの で、 元隷 期 に 再編 成 さ れ た剣 司体 に くらべ れ ば きわ め て狭 い もの で あった。
そ して、 搬 王 は共 同体 首長 と して 、 漁全般 に関 して は も と よ り、そ の他 の生 産 や生 活 に 於 い て も
中心的 な重妥 な 役割 を 果 してい た と考 身 られ 、共 同 体 の 諸機 能 は 後 の峙 期 に ぐらべれ は未 分化 な
面を 多 く残 してい た。
と ころ で、近 世前 期の 妻二同体 が こ うした古い 形態 で存 在 しズ た 鮫大 の理 由は 、藺 品 経 済 の進 展
が きわ め て未熟 で あ った こ とに あ り、領 主的 な商品 流 通機 講 の 制度 的 な 楚蒲 は あ っ て も、 そ の骸
常的 な利 用 は なさ れ ず、各 地 に設置 され た六 斉 市 もそ の ほ とん どが 有 名無 実 で あった とい う事情
を反 映 してい る。 そ して、水 産 物 の流 通 に甑 って みれ は 、 脚用 肴 ・御 役鮭 とい う名 目の 貞租 的 な
商 品 がわ ず か に領:主の需要 を満 た す程 農 に盛 岡 に送 られ る とい った具 合 で、 この闘 に介 在 す る商
人 層 も きわ め て初 期 に城 下町 特権 商 人が領 主 の御用 肴 調達 の命 を うけ て萱 場 し、つ い で現 地 の中
世土 豪 的 な激 主 が 卿用肴 の 確 保 とひ きか 髪 に地 売 りの特 権 を与え られ て いた が、い ずれ も水 産物
の大 規 模な藺 品化 を実 現 す るだ け の 市場 を持 ち合 わせ て 診 らな か った。`
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そ れ で も寛永 年 闘 に なる と、三 陸 地方 の水 産物 に着 自した江 戸 そ の他 の他 領 商 人 が現 わ れ る よ
うにな り、水 産物 の商 品化 が 進 む とと もに、 従来 の追 廻 し勝 手 漁 か ら一 部 の有 力 な激 主 に よる請
負漁が 一般 化 し、元 緑 期 の漁場 再編 成 の遠 因 を形 成す るに 至nて い る。 しか しvこ れ とて も東廻
り航 路 の改 修以 前 の こと とて、 これ ら他領 商 人 の進 出 も定 期 化 す るに 至 らず 、偶 然的 な もので あ
った。
鼠
っ ぎに、 第こ二章 で は近 世 中 期 の漁 村共 同体 につ い て み て行 《。
寛 交 年間 の河 村瑞 費 に よる 東廻 り航 路 の改 修以 隣 、近 世中 期 に入 る元 緑年 間 にか け 、領 外 商 人
と しては水 戸 の白 土次 郎左 衛 門 、領 内 か らは白土 と提 携 して成 長 し、領 主 の保 護 を うけて特 権 商
人化 した吉里 吉里 村 の前 川善 兵衛 な ど巨大 な商 人 資本 の登場 に よる商 品 経 済 のか な り広汎 な浸 透
が 中世 土豪 的 な瀬 主 の経 営 を否定 す る こ と とな り、 共同 体 は これ ら外 部 か ら侵 人 して くる 巨大 な
商人 資本 との対 抗 上、 よ り広 い形 で再編 、強 化 され る必要 性 が生 じて きた 。そ して曳 網 の大 型 化
な ど生 産 力 の発 展 と も相 ま っ て津軽 石 川 お よびそ の周辺 漁場 に輸 い ては 、従 来 の一 沁一浦 的 な共
同体 が 四 ケ浦 の.範囲 に拡 大 さ れ るに 至 り、 これ まで の瀬 主 の権利 は否 定 さ れ、 地付 入 会 漁 の形 態
をと る こ ととな り、 中世 土 豪的 な灘 圭 層 は没 落 して行 った。
なまへ 津 軽 石 用お よびそ の 周辺 漁場 では 、 この時 点 で の共 同 体 の再 編 、強 化 の過 程 では漁 業 と
くに 鮭 留漁 に関 す る機 能 のみが 他 と区別 さ れ て強驚 され る よ うに な り、 其同 体 の磯 能 分化 が は っ
き り して きた こ とは注 目 さ るべ きで ある。
ところ で元線 年 闘 に四 ケ浦 規 嘆に ま で拡 大 され た漁 村 共同 体 で は直 接生 産漁 民 の 下級所 有権 そ
れ 自体 は微 弱 なが ら も、 漁場 に おけ る排 他性 は きわ めて 弱 く、四 ケ浦 内 は もちろん の こ と、 と く
に鮭 の團 遊 路 の確 保 に あた っては、 漁 場 を遼 く離 れ た地 点 に診 け る鉱山 汚 水 の適 正 な処 理 、無 許
・1網の厳 重 なる取 締 りを要 求 し、 必要 に応 じて四 ケ浦 の み な らず 、宮 古湾 全体 が 八 ケ浦 と して一
致 した行動 を とるに 至 り、共 同 体 は かな り拡 敢 した もの とな って きて い る。 また 、 この頃 か ら資
源確 保 のた め 漁獲 の時 間的 制限 や易劇 ヒ後 の稚 魚 の保 護 な どがか な り厳 しい規 制 の もとで始 ま り、
そ の ことが 漁業 権 を実 質的 に強 め て行 く役 割 を果 してい る。 しか し な お直 援 生 産漁 民 の 広汎 な
自立 が 実現 され ぬ ま まに、 外 部か ら侵 入 しそ くる特 権商 人 との対 抗 上の 必要 か ら、没 落 した 旧瀬
主 にか わ って村 役 人層 を 中心 に新 た な瀬 主 が形 成 され 、地 付 入 会 漁 の推 進 を名 自に 、現 実 には 旧
沐 主層 に よ る名 子主経 営の 基盤 を継 承 して行 った 。 そ して新 しい濾 主 と名子 との関 係 で漁村 翼 同
体 は構 成 され 、 さ らに 津軽 石 村 の盛 合家 の よ うに瀬 主全 体 を総括 し、代 表 す る有 力 瀬 主 が現 われ、
#同 体 首長 と して行動 し、 漁場 に関 す る共 同体 的 規 制 を泳川 仕法 とい う形 で実 施 す る よ.うに なる。
同時{(、 これ ら瀬 主 層 の闘 に も分解 が発 生 し、 自己 の持澆;を売 却 あるい は入 質 す る者 が 出 る一方
有 力津 主 は これ らを集 中 して行 ったQし か し、 この過程 で持 淋.を失 な った者 澄 よび一 部 の直 接生 .
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産 漁 民は 、 「分 三 」あ るい は 「四 ケー 」、 す 壕わ ち漁獲 高 の三分 の 一 ない しは 四 分 の一 の借沁 料
を支:払って有 力濾 主 と永代 借瀬 関 係 を結 び 、 漁師 株 を保 証 さ れ た株 王 と な って行 き、 有 力濾 主は
次講 に直 接 生 産 か ら遊離 し、 名 子 の多 くは網 子 と して株 主 の ドで働 くよ うに な って きた 。 か く し
て村 内 には 瀬 王 一株 王 一網 子 とい う階 層関 係が み られ る よ うに な って くる わ け であ る。 それ で も
激 主 は 、近 世 中期 を通 じては外 部 の特 権的 商 人 資本 の進 出.に対 抗 し、 四 ケ浦 の 漁業 権 を防菌 す る
立場 に あ った の で あ る。
しか し、 安 永年 繭 に な る と.一方 で有 力 瀬 主の 一 部 が、 藩 の財 政 窮乏 対策 と して の売官 政策 に呼
応 して給 人化 す る こ とに よっ て直 接生 産 か ら完 全 に離脱 して行 き、他 方 で これ 綾 で名子 主経 宮 の
内部 に包 摂 され て い た名 子 の相 当教 が、 生 産力 の 発 展 とのか ね 合 い に よ り、 「名子 の名の 字 」を
取 り除 く とい った名 目で 身分的 に解 放 され る と同 時 に、 漁業 にお け る生産 手 段 か ら切 り離 され て
行 った。 ところ で これ ら解 叡 名 子 た ちは 、 村内 山 の手 に 枝村 を 形成 し、 そ こに住 ん だが 、・ト陶居 で
と して十 分 な村 政 参加 は認 め られ ず、 つ ね に差 別 を受 け て いた 。 もちろ ん こ の場 合 、名 子解 放 の
前提 と して一 定 慶 の商 品経 済 の進 展が あ り、 解放 名 子 は そ こに生 活 の よ りど ころ を求 め て行'・た
の であ 妖 そ の 面で の経 済的 上昇は 口]能だ った の で あ るQだ か らそ う した条 件 の ない純 枠 な農 村
部に 診 いては 、 逆 に この時 期 に なっ て も凱罎 な どの場合 に嫉助 を受 け る とい う約 束 で 名子 に なる
とい う こと も起 きてい る。 つ ま り、 近 世 に 齢け る名子 は そ の程 度 に ま で変 質 して来 て い るわ け で
決 して 固矩 的 な 身分で はな くな って来 て い るわ け だか ら、名子 とい う言 葉 か らの連 想 で直 ちに 中
世的 形 態 と論 ず る こ とは で きな くな?て 椿 為。
第 四 章 で は近 世 後期 の漁 村共 同体 にうい て み ㍉ さ らに第 五 章 で近 世 漁 村 ゐ共同 体 を根 砥か ら覆
え して行 った幕 末 、維 新 期 の百姓 一換 と村方騒 動 に つ㌔(て明 らか に して い るP
天明 年問以 降 、近 世 後 期 に入 るわ け だ が 、近 世 中期 の 後半 にす で に村 内 に は瀬 主 一株 主 一網 子
とい っ た階 鳳 掲係 が成 立 し、 さ らに このほ か に生 産 手段 をほ とん ど持 た ない 小間 居 唐 の存 在 とい
った問題 がか らみ 、複雑 な様 相 を呈 しは じめ、や が て起 きる百 姓一 瑛 や 村:方騒 動 の 伏線 が 用 恵さ
れ る こ ととな ったQそ して まず 直接生 産 をや め た とはい 受、 名 冒 上は 共同 体 首長 と して 瀬 川仕法
を掌 握 して い る濾主 とい まや 自立 の気配 をみせ てい る直 後 主産 者 と して の株 王 との 間 に借瀬 科 と
して の 「分 三 」や 「四 ケー 」をめ ぐる対立 が表 面化 し、 さ らに株 主 と夫解放 名 子 を多 く含 入 でい
る網 子 との対 立 も生 じつつ あ っブζ。 そ して との よ うな 諸階 層間 の矛 盾、 対 立 の激化 してい る とこ
ろに、 安永 年 闘 に 身分的 に解放 され る と ともに漁業 に 於け る生 産手段 か ら切 り離 され て い た小 間
居 層の漁 業 参 加 の要 求 か強 化 、嘉 永 の 百姓 一揆 の 一段 階 した慶 応年 醐 に村方 験動 の 形 を と って行
なわ れ た。 もちろん 、 この場合 の瀕 動 の指導 的 地位 に あ うた者 は、 広汎 な農 民 的 商 品経 済 に 訟け
る 上昇者 た る在郷 商人 で あ り、 彼 らは その経 済的 実 力 を背 景 に多 くの貧 窮1曽.と同 盟 を誌 ぶ こ とに
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よって村内民主化を企てたものであって、騒動の過程でホ間居側が村肝入所を占拠し、彼 らに同








論 文 暮 査 結 果 の 要 旨
この論 文 は、 近 世 の村 落共 同 体 の構 造 と、 そ の変 質、 分解 の過 程 を追 求 す るた めに 、 南 部藩 津
軽石 川 とそ の周辺 の 漁村 の鮭 留漁 をめ ぐる共 同 体 の構造 とその推 移 を、前 期 ・中 期 。後 期 に大別
して実 証 した もので あ るQ
まず序 論 に 診い て 、其 同体 論 をのべ て 自 らの立場 を明 らか に した。論 者 が 、 参考論 文 に かかげ
てい る よ うに、従来 、各地 の村 落 につ いて 祠別 に研 究 し発表 して きた と ころ を基 礎 に 、現 在 の村
落 共同 体 論 に・ 加 穿る ところ あろ うとす う意 図 を示 して い るので あ るが、 現学 界 に 冷 け る諸論 の
理 解 と批判 は妥 当 で 幽 り、 さ らに実 証 例 をあ けて 自 らの理 論 を 進 め よ うとす る態 度 は慎 重 で あ り
着 実 で あ る。 と くに もっ と も研究 の お・くれて い る漁村 につ い て論 証 しよ うと した こ とは大 きい意
味 を もつ 。
ま ず近世 前 期 に 澄 いて 、中 世的 土 豪 の流 れ を くむ土着 の有 力 者 に御役鮭 を献 上 させ る こ とに よ
り管理 をまか せ てい る形 態 か ら、 藩 制 整備 に よる瀬 主 の制度 を作 り、 上納 銭 と支配 権 の確 立 す る
過程 を のべ て い る。 一般 的 に 藩制 初 期に 村 役 人制 慶が 定着 す る過 程 と対応 す る漁 村の 整 備 で あ っ
て、 従来 の研 究に 訟 い てほ とん どみ られ 竣か った も(わで あ る。
中 期 に於 て、 この 初期 の制 度 と構造 が 著 しい変 化 を とげ て くる こ とか のべ られ てい る。 そ の原
動 力 とな っ てい る のは 、三 塵 地 方 の海 産 物 の商 品化 が 進 ん だ ことで あ りたQ元 礁 年 間 には盛 岡 の
豪商 や閣 西 の商 人資本 が 宮 古 。釜 石 に 進出 し、 港 に 上納 金 を納 め て取 引権 を得 た。 津軽 石 川 と周
辺 の河 川 や浦 々の海 産物 とくに鮭 の需要 は拡 大 し、 そ れ に対 応 して漁業 技 術 も進歩 して曳 網 漁 が
生れ 、大 規 喚化 し、 漁場 も拡 大 したQ小 共同 体 に よる漁 の規 制 は崩 れ、 拡 大 した其 同 規制 に 移 行
す る。そ して魅 につ い ての 規湖 は 、そ の もの として拡 大 す るの で、 共 同体 の分化 ま たは分 解 に 進
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む。 同 じころ農村 に澄 い て農業 技 術 の進歩 が 共同 体 を変 化 させ てい るの と対応 して い る。
か くて鮭 につ い ては 、津 軽石 村 ・赤前 村 。金浜 村 ・高 浜 村 の四 ケ村四 ケ浦 が 共同 規 制 をつ く り
外 部資 本 と接 す るにい た り、.中世土 豪 的 な、 か つ ての瀬 主は没 落 す る。 地元 の漁 民 か ら新 しい瀬
主 が育 つが 、 濤 に 対 して は四 ケ浦 の 漁 を請 負 う形式 とな 一読 。 この 蘭、 不 漁や 飢謹 が しば しば起
り、有 力 な瀬 主 とそ の下 の株 主 、そ の'ドの網子 とい う関 係 が複 雑 々 過程 をへ て形 成 され る ど とを
のべて い る。 漁場 の集 中 とそ の ドに 澄 け る漁 民 の階 層 の分化 は、 農村 に 澄け る土 地集 中 と対 応 す
る もの で ある。安 永 年 闘 に な る と、 網子 の 身分上 の 名子 の性 質 は 失 われ 同時 に 漁業 か ら追 放 され
る道程 も農 村の 「名子 」解放 と通 ず る性 質 が認 め られ る。 つ ま り共同 体 は 分解 を早 め て くるの で
あ る。
商 人 資本 の力 が決定 的 に大 き くな るの が後 期 で あ る。 漁 民 の階 層 分化 も進 み 、 網 主 。網子 。名
子 の関 係が 複 雑 に な り、名 子 の 中か ら商品経 済 の波 に のって 上昇 す る者 も現 われ 、 その 中に 澄い
て藩 財政 の 窮 乏化 に よ る謙 求 や 専売 制 の よ うな政策 が と られ、 飢 饅 が ま た く りか え さ れ るな ど、
一般 的 な不 二女 と危機 が 生 れ て村 方 騒動 。百 姓一鹸 が表 面化 して くる
。 南 部港 の幕 末 の百 姓一・倹 は
有名 だが、 対 領 主 の大 百姓 瀬 が 知 られ てい て も、 そ の底流 と して の村 々の騒動 とのか かわ りあ
いは 見逃 が され が ち だnた 。 そ の 点 を と りあげ た の は極 め て重 畏 な聞題 提 起 で あ り、か つそ の こ
とを実 証 を通 じて示 して い る こ とは 大 きな功績 とい って いい。
問題 は解 決 さ れ ぬ まま に 明治維 新 とな るの だ が、 明治 資 本主 義 の発 展 に 、そ れ が どの よ うに く
りこまれ なが ら「解 決 」 してい ったか の展望 が 、 この論 文 の最 後 の 部分 で ある。 ここで も地 方 の
!ト地域 の実 証 の 中 か ら維 新 め性 格 や 明 治資本 王 義の性 格 を遺 求す る方法 の 重妾性 が提 起 さ れ てい
るo
以.上、本 論 文 は 、村 落共 同体 の歴 史 と理 論 に 澄 いて、 い わば 盲 点 とな って いた 漁村 に っ い て、
多 くの問題 を提示 しgつ 、一 貴 した近 世 の歴 史 を組 立 てた 。漁 村 を単 純 に 後進 性 とのみ か た づけ
ていた 従来 の研 究 に寄 与 す る所は 多 い。 そ して農 村 との 比較 を試み、 一 漁 村 の研 究 が全 体 の研 究
にかか わ るべ く努 力 した意 図 は達 成 さ れ てい る。
この よ うな研 究 は、 史料 の欠 如に悩 む もので あ るが、 論 者 の努 力は 、 よ く史科 の発 見、 実地 調
査 に よって補 わ れ 、や む を得 ざ る推 定 も慎 重で あって空論 に な り てい な い。 本論 文 が 、現 在 の学 『
界 の水準 に対 して 多 くの独 創的 見解 を出 してい るこ とは 認 め られ るQ
以.上に よ り、本 論 文 提 出老 に 、経 済学 博 士 の学 位 を授与 す る は適 当で ある。
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